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三井：保育・幼児教育における ICT活用の可能性

1．問題と目的
　2000年代からの国内外の調査では，保育者の業
務の中で，ICT 化によって大幅に効率化可能な
業務があることが指摘されてきた。一方で，たと
えば池本ら（2018）の調査では，保育現場では，
一般企業に比べ，ICT（情報通信技術）活用が進
んでいない状況を確認している。そこには，すで
に独自の書式等で行っている保育所運営を，汎用
の保育業務支援システムに当てはめることが難し
い現状も明らかになった。登降園管理，保育日誌
の記載，指導計画の立案，アレルギーの子どもに
対する個別の給食指示，保護者へのおたより作成，
園児の様子の写真撮影，延長保育料の請求など，
多くの事務的業務は，現在も日々の子どもや家庭
への直接的支援と平行して保育者の肩に重くのし
かかっている。現在，政府の補助金制度等によっ
て，多様な保育サービスの対応に向けた ICT 化
促進が期待される状況がある。
　保育者養成校の視点から考えると，本件による
課題は，より明確になる。保育所や幼稚園の現場
実習を終えた学生の報告からは，保育現場におけ
る「しきたり」を受け入れる困難さが見える。た
とえば，連絡帳，園だより，掲示物，イラストが，

従来の「保育者の心のこもった手書き」が大切に
されている現状を目の当たりにする。中には「最
新機器を使うことが悪である」「怠けている」と
揶揄される空気があると語る学生もいる。むろん，
保育者の「手書き」ならではの良さはロボットに
は真似できない。それらの魅力も十分に理解され
た上で，多くの学生がそれぞれに疑問や不安を大
学に持ち戻り，戸惑う姿をみてきた。中には，実
習中の「日誌」や「報告書」などに追われて，本
来すべき保育活動に十分に目を向けることができ
ない学生もいる。それは，日々の保育業務におけ
る入力や書類作成について「なぜ手書きであるべ
きなのか」と，疑問視する保育者の声とも重なる
ものである。
　保育者養成大学の学生や卒業生の中には，将来，
子どもや園の管理体制における ICT の活用だけ
でなく，保育活動の ICT 化に期待をむける声も
多い。たとえば，保育を学ぶ大学生の多くは，卒
業までに，日常的に使用するワード文書の作成や，
エクセル技術は身につけており，自己紹介動画や
プレゼンテーション資料であれば，短時間で作成
することができる。大学入学時の習熟度も，年々
増している。残念ながら，その現状に保育が追い
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付いていないともいえよう。優秀なスキルを使う
ことなく，大学での学びが ICT 化を見据えず，
実習先では一転し従来の保育のやり方に馴染むこ
とが強く求められる。それを「職業意識」や「保
育文化」と考え，学生の実態を無視することは養
成校教員として，あまりにも無責任であると感じ
る。多くの保育・教育に活用できる ICT技術が，
日々開発・提供されていることに目を向けたい。
同時に，日本の保育の強みを守るという仕組みが
機能すれば，子どもや保護者の実態に沿ったより
豊かなかかわりが可能になるという点を考えたい。
　本稿では，過去の保育現場の ICT 化に関する
様子を概観しながら，いくつかの事例を通して，
ICT 化の導入メリットや活用されるためのプロ
セスを考察する。とりわけ，事務業務を簡素化す
るだけではなく，幼児理解のためのパラダイムシ
フト（変化）を意識した ICT 化の議論を目的と
したい。

2．保育における ICT 活用の動き
　「保育士の業務の負担軽減に関する研究調査」

（厚生労働省，2021）によると，保育士の業務負
荷を軽減するためには，①業務で作成する書類に
最低限記載することが望ましい項目を示すこと，
②参考様式（レイアウト案）を示すべき書類の提
言を行うこと，③ ICT や保育補助者等の活用方
法について考察することが重要だと示された。し
かし，現場ではこのようなサンプルが非常に少な
いことも明らかにされた。保育士へのヒアリング
において，業務負荷の所在について尋ねたところ

「保育に関わる相談時間の確保が困難であること」
「保育士自身が子どもに行う保育の在り方を検討
する時間が不足していること」が挙がった。ヒア
リング内容を踏まえると，保育士の業務における

「負荷」とは，「保育士が子どもとの関わり方を考
え相談できる時間を十分に取れていない状態」と
言るという。アンケート調査では，書類作成に関
しては，各書類において作成実務を担っている者
は，一般保育士が最も多く「月・期指導計画」で
は回答施設数全体の 76.5%，「短期的な指導計画 
週案」では 81.6% と，いずれも，担任などが書
類作成に携わっている傾向がみられた。課題とし
て，ICT の導入にあたっては「書式のカスタマ

イズ費用がかかること」「検討を継続できる人的
資源と時間がないこと」が挙がった。ICT 未導
入の保育所においては，「検討する人的余裕がな
いこと」「施設長自身が ICT に対する苦手意識が
あり，検討が進んでいないこと」「インターネッ
ト環境やパソコン・タブレット 等のハード面が
整備されていないこと」が導入ハードルとなって
いた。ただ，ICT 導入のために必要な機器購入
費用等は既に「保育所等における業務効率化推進
事業」や「保育所等における事故防止推進事業」
等で補助対象としている。また，平成27年には，
厚生労働省が主導となり，保育現場の ICT 化に
補助金を当てる政策を行っている。これを受け全
国の多くの保育所が市町村を通じて助成を申請し
システムを導入しているはずだが，実際は格差が
生じている。
　「保育人材確保に関する調査報告書」（2016）に
よると，調査対象2,672の施設中57％が「ICT 化
は保育士業務の負担軽減に役立つと思う」と回答
した。しかし「ICT 化して保育士の業務軽減に
役立ったか」という問いに対し，「役立っている」
という回答は19％のみであった。この結果は，
ICT 導入のシステムが十分に機能していないこ
とを表すものであり，保育現場の ICT 化が，保
育業務全般への手助けになっていない根本的な原
因究明の余地を残すものであろう。 
　たとえば，実践に使える機器としてここ数年導
入され画期的であるのは，携帯電話における翻訳
機と「ポケトーク」などに代表される電子翻訳機
の存在であった。これらは，外国籍児童や帰国児
童などと保護者へのコミュニケーションツールと
して有用と考えられ，多くの園が導入した。2019
年には，九州ルーテル学院大学の研究チームにお
いても，ポケトーク活用を試みる実証研究を行っ
た。研究の中で，ポケトークの活用を通して「保
護者との連携は深まった」「小さくて持ち運びし
やすかった」「色々な言語があって助かった」な
どの声が聞かれた一方，「音声入力するためには，
正しい日本語を使う必要があった（日常的に使う
言葉遣いや単語をキャッチできないことがある）」
「言葉が理解できても，文脈が伝わらないことが
あった」など課題もみられるものであった。この
ような事例は，保育現場においては，ICT 化で
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すべてが解決しない保育空間特有の課題を示すも
のである。

3．「環境を通した教育」から考えるーレッジョ・
エミリア・アプローチ

　「環境を通した教育」という日本の保育の誇る
べき方向性は，イタリアのレッジョ・エミリアの
幼児教育「レッジョ・エミリア・アプローチ」と
通じるところがある。レッジョ・エミリア・アプ
ローチでは，「環境」を別名「第 3 の教育者」と
いうほど大切にしている。環境要素には，従来の
保育活動では使われなかった新しいアートを導く
材料がふんだんに使用された。その 1つとして，
テレビ，パソコン，プロジェクター，タブレット
端子，投影機など，保育スタッフが日常的に活用
していくことが試されたのである。新しい環境か
ら作り出される，光や影，デジタルアートなどは，
自然物とは違う豊かさと科学を保育にもちこむ。
日本では，2000年頃にレッジョ・エミリアが紹介
され取り上げられた際に，その斬新な保育方法に
魅了された保育者も多かった。しかし，一部には

「パソコンを活用する保育」という誤解を招く表
現が一人歩きし「テレビやパソコンを保育で使う
ことは良いか悪いか」といった断片的な議論がさ
れたことも記憶に新しい。そこでは，保育・幼児
教育実践者だけでなく，研究者の世代によっても，
IT 機器を保育・幼児教育に活用することへの
ギャップが生まれていたことが大きかったように
思われる。問題は，現在でも，現場からテレビや
パソコンを排除しようとする意識が残っている状
況を目にすることである。仮に，そのような意識
が，保育の中の効率化を阻み，また子どもの主体
的な保育活動の選択肢を減らしているとすれば，
保育実践への ICT 活用の検討は不可欠である。
中坪（2018）は「日本の幼児教育は，子どもの主
体的な遊びを通して学びの芽を育む『芽生えの教
育』を基本とするのであり，したがって保育所，
幼稚園，認定こども園では，子どもの主体性の発
揮や遊びにおける彼（女）らの体験の質を問うこ
とが求められる」と述べ，子どもが主体的で自由
になれるような遊び環境を整える保育者の役割に
ついても示唆している。「子どもの学びに向かう力」
が，幼児期に遊びこむ経験を多くすることで高く

なることを考えると，ICT活用による環境構成も，
また多様な遊び環境を整える一助となるであろう。

4．フィンランドの保育における ICT 活用
　日本でフィンランドは，OECD「国際学習到達
度調査」（PISA，2000）において，世界一の学力
であるという成果が公表され，近年は 4 年連続
「幸福度世界一」に選ばれている国である。そこ
では，森と湖に囲まれた自然豊かな情景，子ども
や家族に優しく伸び伸びと育つ保育・教育現場が
強調される。他方，そのような暮らしの中に，イ
ンターネットの普及からはじまる ICT 化が強く
重なりをもっていることは，意外と語られていな
い。フィンランドは，インターネット普及率が世
界有数に高く，保育現場でも携帯電話やパソコン
との共存は世界に先駆けて始まった。この現状が，
保育方法や保育内容に影響を及ぼしていることは
まちがいない。
　たとえば，筆者が2019年 3 月にヘルシンキ市の
公立保育園を見学した際，保育園長は，携帯電話
を首からかけていた。インタビューの中で，携帯
電話でできることを尋ねると，園内の保育者との
連絡はもちろん，保育者への一斉のお知らせや，
保育者の勤務状況（位置確認），子どもの保護者
からの連絡対応など実際に入力しながら一通り説
明してくれた。
　2020年 5 月から数回にわたり，筆者はフィンラ
ンド在住者の「子育て支援活動」に参画した。オ
ンライン交流会では，多くの未就園児の家族と交
流した。日本であれば，各家庭のインターネット
環境によるものが大きく，前提として参加の叶わ
ない家族が存在する可能性が高い。しかし，一般
家庭やアパート，公共スペースのほぼ100％に
WIFI 環境があるフィンランドでは，個人の生活
環境に左右されることなく，必要な情報が得られ
るという公平性が担保されているものであった。

5．これからの幼児教育と ICT の活用とは
　文部科学省は「これからの幼児教育と ICT の
活用～幼児理解の深化と支援の充実へ～」と題し
た研究データとパンフレットを発表している
（2019）。研究では，社会国際化，情報化，人工知
能化，多元文化社会をうけて変化する幼児教育に
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は，心の「芯」をはぐくむ21世紀型スキル／コン
ピテンシーの導入が必要であることを背景に「質
の高い幼稚園教育を行うために，幼児理解が大切
であること」「そのためには，客観的，多面的に
保育を振り返ることが大切であること」を説明し
ている。そして，ＩＣＴを活用して，幼児の映像，
音声，位置情報を得ることが幼児理解のための貴
重な情報となりうることを結論づけた。さらに，
従来「出欠管理」「登園降園情報」「保護者への連
絡」「園だより作成」等だった内容が，今後「個々
の育ちの記録」「育ちの様子」「ドキュメンテーショ
ンの作成」「ライブ配信」などを加えることで，
個別の教育支援が可能になると提案している。幼
児教育における主体性が多様かつ複雑で，個人差
が大きいことに配慮した ICT 化の方向性は，一
人一人の幼児に応じた教育が充実していくことを
目指す日本の保育現場の方向性と一致している。
また，文部科学省の幼児教育の ICT 活用という
枠組みに，幼児期に新しい知識を教え込むことで
はなく，保育全体で幼児理解を進めるという視点
が強調されていることが画期的である。
　池本（2017）は，ニュージーランドの保育にお
ける ICT 活用の報告において，ニュージーラン
ドでは2005年に，保育分野の ICT 活用に関する
枠組みを国が示したことを発端とし，現在は，国
としての保育の情報収集，保育者研修，保護者へ
の情報提供，子どもの学びにおいて，広く活用さ
れていることを示している。その背景に，既に
1980年代から保育の量・質の両側面の充実が議論
され，女性の就労問題，子どもの人権擁護の観点
などが重要な政策課題となったことを取り上げて
いる。具体的には，保育者・事業者レベルでは，
児童管理システムが 8割以上の保育施設で導入さ
れ，保育者研修のシステムとして保育者らがウェ
ブ上でディスカッションできる国営のサイト，
ウェブ動画でセミナーが受講できる仕組みが活用
されてきた。これらの研修システムは，日本にお
いてはコロナ禍において始まったばかりである
が，新しい研修の在り方も示している。保育者が
保育現場にいながら，園外の人たちとつながり，
知識向上を図ったり，処遇改善に結び付けること
が可能になっているのである。行政レベルでは，
2014年から各保育施設の児童管理システムを国と

つなぐことで，国は，保育利用者数などを集めら
れるようになり，利用実態がより詳細に把握でき
るようになった。ペーパーレス化だけではなく，
データをふまえた政策改善を進められることは，
外国籍児童数の把握や対応などへも大きく前進す
ることになるであろう。さらに，親への情報提供
にも ICT が活用されている。たとえば，国から
発信される保育施設の質評価の情報や，園から発
信される子どもの記録作成・閲覧システムの普及
は，どのような立場の家族にも平等に情報が発信
されることが最大のメリットであろう。
　乳幼児への直接的な ICT 活用についても報告
がある。保育において，インターネットやテレビ
電話などで外の世界とつながることは，何よりの
恩恵といえる。その際，大人も子どもも情報リテ
ラシーについて意識を高めることは重要である。
ニュージーランドでは，子どもの ICT 活用に関
する安全確保にも配慮する団体が子どもに向けた
アニメーションを作成している。さらに，小学校
では，新しい教員やクラスメイトに子ども自らが
背景の説明をすることがあるという。保育現場で
の多文化保育が進む中，写真や動画をふんだんに
使った体験型の説明が，その後のスムーズな活動
につながる可能性が高い。これらの事例は，日本
の保育における ICT 化の議論が今後必要である
こと，さらに本分野の諸外国の先進事例が日本に
も有効活用できることを示唆するものといえよ
う。 

6．まとめ
　本稿で，保育現場における ICT 活用の可能性
を概観した結果，3つの可能性が明らかになった。
　第一に，保育現場においては，ICT 化をすす
めるための新しいサポート体制が必要だという点
である。保育の仕事は激務である。現状では，そ
の激務を効率化するための ICTの導入・活用が，
さらなる激務を招くことを避けている状況が見受
けられる。保育現場をサポートするための助成金
制度は，仕組みとしてよりわかりやすく，また現
状にあった支援は不可欠である。そのために，保
育現場の実態把握に努め，保育者の意向を反映す
る導入プランの検討が不可欠である。池本ら（2018）
は，異なるタイプの保育所を対象に研究調査を実
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施し，保育業務における ICT を活用する上での
ポイントとして，対象とする保育所に応じたシス
テムを導入することが重要であると結論づけ，イ
ンターネットに接続しない環境下でシステムの成
長を促していくための方法について検討を重ねて
いる。今後は，他分野の研究者同士による協力体
制も重要であろう。たとえば，養成大学における
講義においては，これまで本分野は，IT，ICT
技術に強い保育以外の専門家が学びを教授する場
合や，保育・幼児教育の専門家の中で ICT 活用
が得意な者が講義を担当するような状況もあっ
た。本分野において，保育方法や幼児理解を専門
とする研究者による新たな視点が持ち込まれるこ
とにより，保育者と子どもへの研究アプローチの
多様化を視野にいれることが可能になるだろう。
　次に，保育現場の ICT 化を望む保育者は，ま
ちがいなく増えているという点に注目したい。
ICT 化により，保育者の事務作業が軽減される
だけでなく，保護者支援の新しい形が可能である
ことを，養成校の学生であれば経験的に理解して
いる。次世代の保育者は，新たな世界を子どもに
提供できる可能性を秘めている。むろん，保育者
養成大学の教育方法にも目を向ける必要があるだ
ろう。講義の中で，メディア・リテラシーなどの
新しい知識も不可欠である。保育倫理や子どもの
人権，子どもの発達段階の理解など，従来の科目
に関連した保育の基本学習を軸に，新しいカリ
キュラムを構成することも重要だと思われる。
　最後に，保育における ICT 活用が，幼児理解
のパラダイムシフトにつながる点に注目したい。
現代社会では，これまで当然と考えられていた認
識や思想，価値観が大きく変化している。保育に
おいても，子どもの生活は変化している。一方で，
これまでの保育方法や保育内容からの移行には，
反発もうまれる。現在の日本の保育現場では，残
念ながら，そのような反発も多数あり（意識的，
無意識的にかかわらず），そこに反論していくだ
けの科学的な根拠が示せるほど研究が進んでいな
いことも課題である。今後，パラダイムシフトの
ための方策を研究者は率先して考える時であると
考える。たとえば，コロナ禍で，オンライン研修

会や保護者会を Zoomによって実施した保育現場
数は一気に増えている。また，登園自粛中は，保
育者が，保護者や子どもと携帯電話を使って，リ
アルタイムで話をする試みも始まっている。さら
に，保育者の余暇についても考えはじめた園もあ
る。今，新しい時代の ICT 活用について考え，
議論していくことは，幼児理解の原点につながる
使命であると考える。
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Deciphering Japanese Early Childhood Care and Education
from the Viewpoint of the ICT Utilization: 

Paradigm shift to Comprehension an Children.

Maki MITSUI

　The Purpose of this study is to decipher the Japanese Early Childhood Care and Education （ECCE） 
from view point of ICT （Information and Communication Technology） utilization. This study 
qualitatively analyzed about paradigm shift to comprehension for Children to consider in the base in 
Day care and Kindergarten in Japan. It was clear that ICT is to provide a system capable of creating 
a novel value by achieving diversification of Utilization for Children and Teachers. It is suggested that 
the moving in a certain direction of the ICT utilization is important to ECCE of Japan. In addition, the 
system back to the principle of the ECCE, and it is revealed that it was connected in doing education 
content of the childminder training University.
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